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明
治
初
年
大
阪
に
お
け
る
医
療
行
政
は
明
治
二
年
上
本
町
大

福
寺
に
仮
病
院
が
発
足
し
、
鈴
木
町
代
官
所
に
大
坂
府
筈
学
校

病
院
が
設
立
さ
れ
た
こ
と
に
始
ま
る
。
明
治
五
年
度
に
一
旦
廃

校
に
な
る
が
翌
年
津
村
別
院
に
大
阪
府
病
院
と
し
て
発
足
、
高

橋
正
純
、
岡
沢
貞
一
郎
、
松
尾
耕
三
ら
に
よ
り
開
業
医
と
そ
の

子
弟
に
講
義
が
始
ま
る
。
蘭
医
エ
ル
メ
レ
ン
ス
の
「
日
講
記
聞
」

の
薬
物
、
生
理
篇
、
森
鼻
宗
次
「
皮
下
注
射
要
略
」
、
岡
沢
貞
一

郎
「
解
剖
必
携
」
が
出
版
さ
れ
た
の
も
こ
の
年
で
あ
っ
た
。

同
七
年
エ
ル
メ
レ
ン
ス
の
講
義
録
が
上
梓
さ
れ
生
徒
お
よ
び

一
部
町
医
者
に
配
布
。
同
八
年
開
業
医
師
鑑
札
制
度
を
敷
き
エ

ル
メ
レ
ン
ス
の
講
義
と
診
療
の
見
学
を
勧
告
す
る
。
現
在
の
大

学
病
院
よ
り
も
オ
ー
プ
ン
で
あ
る
。
同
年
政
府
は
医
術
開
業
試

験
を
布
告
。
こ
の
時
期
漢
方
医
約
一
万
四
千
、
洋
医
約
五
千
で

24

収
蔵
『
刀
圭
雑
誌
』
創
刊
号
（
明
治
十
一

年
）
に
つ
い
て

田
中
祐
尾

大
阪
市
立
大
学
医
学
部

あ
り
洋
医
師
目
指
す
者
に
と
っ
て
私
塾
生
徒
以
外
に
こ
れ
ら
の

西
洋
医
学
書
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
る
か
が
一
大
難
関
で
あ
っ

た
。

同
九
年
漸
く
東
京
の
大
学
東
校
の
第
一
回
卒
業
生
が
巣
立
つ

が
町
医
者
へ
の
浸
透
は
思
い
も
よ
ら
な
か
っ
た
。
明
治
十
年
緒

方
惟
準
は
大
阪
に
医
事
会
同
社
を
設
立
。
西
南
戦
争
勃
発
し
多

数
の
傷
病
者
が
大
阪
へ
運
搬
さ
れ
た
。
マ
ン
ス
ヘ
ル
ト
大
阪
府

病
院
に
着
任
。
こ
の
年
十
一
月
医
事
会
同
社
機
関
誌
「
刀
圭
雑

誌
」
発
刊
。
記
事
を
追
う
と
難
し
い
理
論
よ
り
西
洋
薬
品
に
よ

る
鎮
痛
方
法
と
か
応
急
の
処
置
方
法
や
淀
腸
の
方
法
な
ど
実
践

的
療
法
や
大
阪
府
病
院
の
患
者
数
と
脚
気
の
記
事
な
ど
が
目
を

引
き
、
月
二
三
回
の
発
刊
に
人
気
が
集
ま
っ
た
。

明
治
十
二
年
常
安
橋
詰
に
定
着
し
た
大
阪
府
病
院
の
教
授
会

は
生
徒
百
人
を
募
集
し
て
八
六
名
を
採
用
、
こ
れ
を
正
規
生
徒

と
し
従
来
生
徒
を
変
則
生
、
聴
講
生
を
等
外
生
と
す
る
。
医
学

教
育
の
混
乱
ぶ
り
が
解
る
。

「
刀
圭
雑
誌
」
九
号
を
見
る
と
瞥
師
試
験
規
則
と
し
て
第
十
五

条
ま
で
を
示
し
、
そ
の
序
文
に
内
務
卿
伊
藤
博
文
の
名
で
「
筈

術
開
業
試
験
ハ
是
迄
一
定
セ
シ
規
則
ナ
ク
不
都
合
ノ
廉
モ
少
ナ
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カ
ラ
サ
リ
シ
ガ
此
度
内
務
省
ョ
リ
甲
第
三
号
ヲ
以
テ
左
ノ
通
り

布
達
サ
レ
バ
以
来
ハ
各
府
県
共
難
易
偏
タ
ル
ノ
弊
ナ
ヵ
ル
ヘ
シ
」

と
あ
り
、
西
洋
医
学
に
よ
る
医
師
免
許
が
未
だ
定
着
し
え
ず
国

の
医
療
行
政
が
不
安
定
な
こ
と
を
見
る
。
第
一
条
は
試
験
科
目

で
理
学
、
化
学
、
解
剖
学
、
生
理
学
、
病
理
学
、
内
科
学
外
科

学
或
ハ
専
門
各
科
。
第
二
条
は
標
梼
科
目
、
開
業
場
所
、
修
学

履
歴
書
、
教
師
の
證
書
を
願
書
に
添
え
る
事
。
第
三
条
は
日
本

官
立
大
学
井
二
欧
米
諸
国
大
學
ニ
テ
馨
學
学
修
学
證
書
ヲ
持
シ

者
ハ
コ
ノ
證
書
又
ハ
其
罵
書
ヲ
差
シ
出
シ
免
状
ヲ
請
フ
ヲ
得
へ

シ
と
あ
る
。
第
四
、
五
条
は
地
方
廃
で
の
手
続
き
方
法
。
第
六

条
は
試
験
問
題
の
作
成
は
内
務
省
が
行
い
そ
の
配
布
方
法
。
第

七
条
、
試
験
委
員
の
選
定
方
法
。
第
八
条
は
試
験
委
員
が
一
人

一
人
に
前
記
問
題
を
そ
の
面
前
で
開
封
す
べ
き
事
。
第
九
条
は

制
限
時
間
は
各
問
題
二
時
間
以
内
と
の
事
。
第
十
条
、
受
験
者

は
書
籍
を
携
帯
し
て
試
験
場
に
入
ら
ぬ
事
。
第
十
一
条
、
筆
記

を
終
わ
っ
た
受
験
人
は
試
験
委
員
の
眼
前
で
問
題
を
浄
書
し
て

も
良
い
が
こ
れ
を
持
ち
出
し
て
は
な
ら
な
い
事
。
第
十
二
条
、

残
余
の
試
験
問
題
は
固
封
し
て
試
験
委
員
が
検
印
す
る
。
第
十

三
条
、
試
験
委
員
は
試
験
終
了
後
答
案
を
謄
爲
し
て
各
廃
舎
に

保
存
す
る
事
。
第
十
四
条
、
内
務
省
ハ
前
条
ノ
開
申
書
類
ヲ
審

案
シ
合
格
ノ
者
ニ
ハ
免
状
ヲ
付
与
ス
ヘ
シ
。
第
十
五
条
、
不
合

格
一
一
シ
テ
免
状
ヲ
付
与
セ
ラ
レ
サ
ル
者
ハ
最
初
試
験
ヲ
受
ケ
タ

ル
ノ
後
六
ヶ
月
以
上
ノ
試
験
期
ヲ
経
ル
ー
非
サ
レ
ハ
再
試
験
ヲ

願
ウ
ヲ
得
ス
。
と
な
っ
て
い
る
。
随
分
と
苦
盧
し
た
制
度
で
あ

る
。
以
後
数
年
間
こ
の
医
師
資
格
試
験
に
つ
い
て
は
朝
令
暮
改

が
続
き
、
こ
の
間
贋
医
者
が
蔓
延
る
世
相
を
作
る
こ
と
と
な
っ

た
。

庶
民
は
従
来
の
漢
方
医
師
た
ち
の
値
打
ち
は
見
破
っ
た
が
、

俄
に
流
入
し
た
明
治
初
年
の
西
洋
医
術
の
真
偽
の
判
定
に
は
な

す
術
が
な
か
っ
た
。

八
尾
市
市
史
史
料
編
（
Ⅲ
）
三
八
頁
に
明
治
十
三
年
九
月
開

業
医
印
鑑
名
簿
河
内
國
八
尾
役
所
部
内
（
十
二
名
）
と
あ
る
。

彌
性
園
十
代
当
主
田
中
祐
篤
、
十
一
代
田
中
徳
太
郎
の
名
が
載
っ

て
い
る
。
そ
の
苦
労
を
類
推
す
る
。


